
滋賀県長浜市の米川を事例にして、その観光資源としての可能性を、
生物多様性の視点から追究した作品である。川遊びは生態系に関す
る学びの機会を提供しうるとの視点が興味深い。また、何事もまず体
験してみる、調べてみる、という若者らしい姿勢が感じられる点や、さ
まざまな情報を楽しくまとめるレイアウトのセンスも評価点である。とこ
ろで、本作品においては、修学旅行や校外学習の行先としての可能
性が強調されているが、川を歩き、生物多様性に触れ、水生環境の
改善にも関わることは、親子連れやインバウンド旅行者にとっても、魅
力的なアクティビティといえる。潜在顧客を掘り起こす余地はまだある
かもしれない。また、歴史的にみれば、米川は長浜市中心部に暮らす
人々の生活とも密接に結びついてきた。人文的視点も補強し、生物多
様性の視点にかけ合わせることで、米川の価値をさらに磨き上げてい
くシナリオも想定できる。今後の展開が楽しみである。
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